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卒業式、入学式が盛大に行われました。

卒業式後 50周年記念簡単前で

送学都新入生オリエンテション 大芋犠語学府新入生オリエンテション
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退任挨拶

　今年度は、定年退職されて久留米大学へ移られる石川捷治教授をはじめ、立教大学へ阪本昌成教授、同志社

大学へ川嶋四郎教授、日本赤十字九州国際看護大学へ大橋將准教授が移られることとなりました。それぞれの

先生方に法学部を去られるにあたりお言葉をいただきました。

石川捷治
いしかわ　しょうじ

　30年間にわたって法学部には大変お世話になった。30年間、

長いといえぱ長い。しかし振り返ってみると一瞬だったような

気がする。

　私が法学部に着任（助手を1年して、北九州大学で5年勤めて

戻ってきたのだが）した1978年には、助教授は菊池高志氏（労

働法・現西南学院大学）と私の2人だけで、翌年に河内宏氏（民法・

現近畿大学）が着任して、助教授3人という時期が相当長く続

いた。最初の頃は教員数も20名前後であった。旧制大学のなこ

りだったのか、教授と助教授では発言権に大きな差があったり、

しばしば「こんなことでいいのか」と憤慨したこともあった。し

かし、まだ大学にも教員にも余裕があったのは事実である。助

教授の頃は「研究に専念できる」のが建前になっていた。助教授

は主たる講義や大学院のゼミは担当しなくていいことになっ

ていたし、役職もほとんどが免除されていた。ただ、私の所属し

た政治史・外交史講座は教授（翁島兼三郎氏が1969年退官）が

空席だったため、政治史の講義、大学院は当初からフルに持た

された。それでもまだ余裕があり、研究教育に専念できた。し

かし、現在の大学、特に法人化後の大学は、本当に余裕がなくなっ

てしまった。そのような状況に追い込んだ責任の一端は私や私

の世代の教員にあることは充分に自覚しているが、研究資金の

配分をエサとした競争と効率を重視する「改革」の流れの凄さ

を実感させられた。その流れに抵抗しようとしても個々に分断

されていたのでは力にならなかった。競争と効率もある程度は

必要であるが、大学のあり方には本来なじまないものである。

法科大学院の設置は、来るべき（近づきつつある）「法化社会」に

対応した時代の要請だと言われてきた。しかし、逆の現象とい

うか、法科大学院の設置が「法化社会」を大学の法学部世界にも

ちこむとは当初は予想できなかった。何ともならない苦しい時

期が一定程度続くとは思うが、教員も学生も職員とともにスク

ラムを組んで、耐え抜いて新しいシステムと人間関係を創り出

していただきたいと切に念じている。

　私はゼミ生には恵まれていた。ゼミを始めた頃は、私も30代

の半ばで学生にとっても兄貴分みたいなものだったと思う。当

時はまだ「熱い時代」の残り火のようなものがあったので、議論

にカッとなり、ネクタイを引っぱったりはまだ良いほうで、ナ

グリかかってくる学生もいた。若かった私も「応戦」したので、

お互いさまだったが。

　私のゼミは、「梁山泊ゼミ」とよばれてた。自らがそう呼んだ

のではなく、オリックス提供の全国大学ゼミナール訪問の記者

が「メンバーも、オモテウラをやる者、ゼミで初めて大学の面白

さを知った者、単位にならないのに他学部から参加する者など、

実に個性的でちょっとした梁山泊だ」（『日経ビジネス』1988

年11月21日号、59頁）と評したのが始まりであった。

　たしかに、個性豊かな人物が集っていたわけである。ゼミか

らは、研究・教育者やジャーナリズムの世界に入った人が多く

出たのが特色といえようか。今回、定年退職を記念してゼミのOB・
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OGたちが記念文集『見果てぬ夢の続き』を作ってくれた。この

なかに30年間のゼミの歩みが、その雰囲気とともに垣間見ら

れるのではないかと思う。研究者になったOB・OGhiらは、還

暦を記念して、『社会主義の世紀』、『核の時代と東アジアの平和』、

『かかわりの政治学』という3冊もの本を出していただき、その

どれもが新しい問題を提起する作品で、教師冥利に尽きるの一

言で感謝に堪えない。

　ただ希望をいえば、今後、政治学研究の新しい出発を目指し

大学院の門をたたく若者がでてほしいということである。たし

かに大学院で政治学を専攻しても就職は難しいので、きつい思

いをしなければならないのは目に見えている（実をいうと私も

「カスミを喰って生きていく覚悟があれば大学院に行け」と学

部の先生（岡本山山）から言われたのを思い出す）。だがしかし、

現在の日本の政治学が現実の政治と乖離して、それへの有効な

批判的見知を出せないでいるのは学問の「危機」といわざるを

えない。

　なぜそうなっているのかというと次のような事情があると

思われる。戦後すぐから1970年代までは、政治学には権力と

の緊張感が存在した。戦前の多数派の政治学に対する深刻な反

省があり、なによりも敗戦という事実が政治学を批判・客観の

学とした。それゆえ、政治権力を批判的に見る「マルクス主義政

治学」も盛んであり、「近代政治学」も批判的・客観的立場を崩さ

なかった。だが、1990年代以降とくに細川内閣からの連合政

治の時代となると権力との距離感覚がなくなり、「科学として

の政治学」が価値観ぬきの現状を解説するだけのものになって

しまった。アメリカからの直輸入（本当はそれをどう使うのか

が問題であるのだが）の政治学が政治学界の多数派となり、さ

らにその指導のもとに多くの院生が誕生した。研究者の数は飛

躍的に増大したが、政治学は「危機」である。角界と同じように

政治学界の再生を担う新人の登場を期待したい。

　30年間で変わったことといえば、文系キャンバスの掲示板

に政治的アピールや自主的な読書会やサークルの呼びかけが

見られなくなったことである。もっと個人や少数のグループだ

けにこだわらずに輪を拡げたらどうだろうか。各ゼミはそれぞ

れの求心力だけでなく、遠心力をもったアピールを出せたら法

学部もより活性化するのではないだろうか。ともかく、30年間

ありがとう。私も新しい一歩を踏み出したいと夢みている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊野直樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くまの　なおき

　2008年3月31日でもって、石川捷治先生が九州大学を退

職される。また一人、九州大学法学部の「顔」でもあった名物教

授が去られることになる。石川先生は、その温厚でユーモア溢

れるお人柄やこの間のこ功績などによって、教員だけでなく、

多くの職員や院生・学生からも厚い信頼を受けてこられた。石

川先生は1978年に九州大学法学部の政治史・外交上講座に着

任されて以来、30年にわたって研究教育に尽力された。この間、

石川先生の学部ゼミは20名以上の研究者を輩出し、ある商業

雑誌のゼミ訪問のコーナーで「梁山泊ゼミ」と紹介されたこと

は有名である。

　石川先生の最終講義が2008年1月24日に10時30分から

文系大講義室において「終らない20世紀一夢の続きは？」とい

う題目のもと行われた。当日は、学生や院生を始め、多数の石川

ゼミのOB・OGや法学部のスタッフが参加し、約200名が石川

先生の最後の授業を聴講した。内容は先生の生い立ちから、政

治学研究を志すに至った経緯、そしてこ専門の統一戦線研究や

現代の日本を取巻く政治

状況について、時折、先生

特有のユーモア（駄洒落）

を交えながら熱弁された。

　ソ連の成立と崩壊を20

世紀の始まりと終わりと

みなす英国の歴史家E・ホッ

ブスボームの「短い20世紀」論に対して、石川先生は、東アジア

はむしろ「長い20世紀」であり、戦争への歴史的責任が解決し

ていない日本では、いまだに20世紀は終っていないと強調さ

れた。また現代日本はアメリカとのジュニアパートナーか、そ

れともアジアとの共生か、といった岐路にあると唱えられた。

そのうえで、石川先生は、将来の展望を開くためにも、小さなユー

トピア、すなわち夢を持つことの大切さを訴えられ、自分自身

も理想の旗は下ろさないと力説されて、最後の授業を締めくく

られた。その後、石川先生を囲んでの昼食会がファカルティー

クラプにおいて開催され、50名以上の参加があり、スピーチで

は参加者の一人一人が石川先生との想い出を語った。

　石川先生の退職を記念する行事は最終講義だけでなく、2月

16日には九州大学政治研究会において退職記念の特別セッショ

ンが開催され、3月22日には文系大講義室において退職記念

講演会が行われた。また、石川先生の退職を記念して、退職記念

文集『見果てぬ夢の続き』（頒価1300円）が出版されている。

　退職さ：れて久留米大学に移られても、石川先生のいっそうの

こ健康とこ発展を心より祈念する次第である。



ようなら 九州大学法学部
阪本昌成

私は、乙の春をもって立教大学法学部に移籍じます。九州大

学iζ着任したのが2004年7月でしたから、私の九州大におけ

る在職期間拡3年7箇月という実に短い教育・研究期間でした。

との聞を「自己点検・自己評価」すれば、次のようです。

第1。教育面においては、私は充実感に満ちています。着任早々

私が担当した授業I<J;、憲法1でした。これは、「越年制」の4単位

科目で、新入生は後期から受講することに芯ります。1年次生

にとコては、歴史に名を残した法学者の固有名詞すら馴染みは

砿く、ましてや、彼5の思想や理論と芯ると今まで聞いたとと

も芯いととでしょう。おまけに、学生諸君I<J;法学の用語にも慣

れていません固にもかかわらす、私l品、次から次へと法学者や政

治思想家の名前と理論に言及し、法学の言葉で話しかけました。

内心では・1年生が理解することは困難かもレれ芯い砿ぁ・と

方で感じ砿がらも、他方、.かれらの知的水準であれば、何か

を習得してくれるだろう"と期待しました。幸い芯ととに、大講

義室の前半分く5いの学生諸君が体を乗り出すように私の話

を聞いてくれました。静まりかえっている大講義室、次第に紅

潮する彼らの顔、この雰囲気は教師冥利に尽きました。

次に、着任半年後、ぜミを担当しましたところ、ぜミ生の知力

の高さには驚嘆することに芯りました。報告担当者が、私の予

想もし芯い論点をついたり、私の読んでい芯い文献を駆使した

り、判例をきめ細かく分析したりしますので、私は事前準備に

時間を相当に使って、「彼らに負けては芯5uJと意気込みまし

た。もっとも、この私の意気込み(入れ込み¥)1誌、ゼミ生諸君にとっ

ては迷惑だったかもしれません。

さらに、法科大学院において私が担当した「公共法IIJ(憲法

訴訟論)での活発芯質疑応答に、とれまでに芯い、良性の疲れを

経践しました。

第E。研究面においては、私は未消化感を強くもっています。

2006年にl誌、『法の支配』と題する本を動草書房から公刊した

のですが、これは、過去の蓄積をアウトプッ卜したに過ぎす、九

州大における研究の成果だとはいえません。九大着任以来、私

が課題としてきたのは、「法と経済学」の視点か5表現の自由、

なかでも、プライバシーや名誉鼓損法制を再構成するととでし

た。この研究成果を公刊しないままオ洲大を去ることl革、私にとっ

て最大の心残Dです。

第3，アドミ二ストレーションに関して私は、ほとんど貢献

できませんでじた。他の大学に芯がく勤務してきた私には、九

州大のけ貴行・風土や公文書の様式に慣れるととが精 杯でした。

.教授会自治が大学における最悪の側面でもあり、最善の側面

でもある.とときにいわれますが、法学府教授会は、まさにその

典型例のように私は感じました。執行部および事務関係者のご

苦労が私!とは手に取るようにわかります。

3年B箇月、私l草、よき同僚、よき学部生・大学院生に固まれて

幸せでした。感謝の念とともに、皆様のご健勝をお祈Dいたし

ます。

一一LookHomeward， AngelJ 
川嶋四郎

箱崎の冬の風は、ととのほか冷たし、。

九大には、 11年間もお世話に芯D、ありがとうございました。

かなD疲れています。年老いた両親の待つ故郷に帰るために、

この春で、21年間務めました国立大学教員を、やめることにし

ました。藤樹先生の後塵を拝してのことです。これか51誌、市井

で、学生や新しい同僚たちと、「民事救済過程の再構劉の営みを、

さ51こ続けて行ければと考えています。私を、九大に呼んでく

ださった、井上正三、井上治典両先生は、すでに冥界に旅立たれ

てレまいました。両先生のいわば遺言執行者として~IL'残D肱

ありますが、できる限りのことをしてきたように思います。お

肝 USHUUNIVER51刊

蔭様で、先生方の「志」を受け継ぐ若い誠実芯研究者たちにも、

恵まれるととができました。

いろいろなととがあDました。喜びも悲しみも固たくさんの

学生、院生が、私のもとに、集まってくれました。感謝lこ堪えま

せん。様々拡授業もしてきました。たとえば、「民事訴訟記、「民

事救済劃、「裁判制度論J、「倒産法」、「民事執行保全記、「法学

入門」、「民事紛争処理法入門」、「民事訴訟法演習」、「民事訴訟法

特講第1、2J、『民事訴訟法研究第lJ、「民事訴訟法I、IIJ、「民

事救済法特論J，r文学と法」、「模擬裁判」、rlJーガルクU二ツ
クIIJ、「司法政策論」、「法律外書講読IJ等を通じて、私l革、公正
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な紛争処理手続の価値、すなわちプロセスの価値、ひいては、利

用者主体のプロセス法学のあり方を、多少とも伝えることがで

きたのではと思います。10人近くの研究者を養成できたのも、

良き思い出です。研究書も論文等も、いくらかは書くことがで

きました。たくさんの人事も担当しましたし、数多くの学務も

経験しました。教授会は、特に面白い議論のフォーラムでしたが、

かつては、私にはよく分からないことも、少なくありませんで

した。予想外の様々な出来事もあり、ここは、アイオワではなく、

ピレネーのあちら側かとさえ、思ったこともあります。学生の

質も、ずいぶん変わりました。戦友たちの多くも、九大を去って

いきました。

　法科大学院の創設は、抵抗勢力のせいで結構大変でしたが、

振り返ってみれば楽しいものでした。もっと早く、家族に迷惑

をかける前に、伯夷叔斉の故事に倣うべきだったのかもしれま

せん。ともかく、社会の隅々に利益追求型の人間が跳梁賊疎し、

献身よりは収奪が横行し、偽善と無関心と拝金主義さえもが蔓

延しかねない現代社会にあって（あるいは、だからこそ）、九州

大学法科大学院では、「人間に対する温かい眼差しをもち社会

正義を実現できる法律実務家」の養成が貫徹されることを、東

方は叡山の麓から、期待し続けたいと思います。勤勉で真摯な

学生と、献身的な教職員の皆さんには、「辛酸佳境に入る」の言

葉を、遺したいと思います。いい言葉です。なお、若い准教授の

皆さんは、とりかえしがっかなくなる前に、できるだけいい論

文を、たくさん書いてください。

　私たちは、この土地で、縁あって盲導犬の繁殖犬ボランティ

アを始め、5年以上が経ちました。愛するデボラも現役を引退し、

家族のなかにほんわりと溶け込んでいます。彼女の今の仕事は、

私のセラピー。彼女からも、たくさんのことを学びました。仔犬

たちをひたむきに世話する彼女を見ていると、「いっかどこか

でだれかの役に立つこと（「ユビキタスな献身」（？）」の大切さを、

心から感じることができました。

　九大時代に、多くの方々のお陰で、私は、「知の地平」を広げる

ことができる豊かな年月を過ごすことができました。これまで、

私の教育、研究、学務等を支えてくださり、素晴らしい時間を共

有させてくださった、学生、院生、事務職員そして教員の皆さん

に、深く感謝し、その方々の健康を、心から祈念しています。

（標題は、第二次世界大戦中に「お国」のために太宰が書いた著

作等より。）

大橋將
おおはし　しょう

　編集者に言わせると、大学の教員は「あっち側」で、出版社は「こっ

ち側」です。その「あっち側」に38年編集者生活を送った有斐閣

から垣根を越えて飛び込んできて、もう3年が経ちました。結

果的には、あっという間の3年間でした。九大に溶け込もうと、

自宅を引き払って福岡に越してきましたが、福岡での生活は十

分満喫させていただきました。研究が専業の諸先生方には時間

がなくて取り組めないマターについて、編集者および社会人経

験をふまえた新しい提案をするのが課された仕事だったと思

うのですが、その本題にどこまで迫れたか、正直心許ないもの

があります。しかし、お世辞でも皆さんから「後が困る」と言わ

れると、自己評価はさておいて、何となく嬉しくなるのも不思

議です。

　また、残念ながら、九大では授業は担当できませんでしたが、

他大学で非常勤講師をさせていただき、改めて授業の難しさを

痛感しました。4月からは、日本赤十字九州国際看護大学で、本

格的な教員生活を始めることになります。これもひとえに、九

大の皆様の乙指導のたまものと感謝しております。

　九大生とは、就職関連や大学院生との狭いつきあいしかあり

ませんでしたが、少ない付き合いの中で印象に残った学生は数

多くいます。例えば、シンポジウムのまとめをしてくれたSさん、

最初はテープ起こしに戸惑っていたようですが、原稿を見てちょっ

としたサジェスチョンを伝えるだけで、次に出てきた原稿は、

格段に進歩しているのに目を見張ったものでした。また、とっ

くに採用選考が終わっている意中の企業に、夏休みから押しか

けて、遂に採用を勝ち取ったHさん。「これから送るんですけど

一寸見てください」と持ってきた自己PRの文章は実に見事な

出来映えでした。改めて九大生の潜在能力に感心しました。

　初めての公務員類似の生活で、途惑うことが多く、つい民間

と比較して事務の皆様にはいろいろ失礼なごとを申し上げた

かも知れません。しかし、若干なりとも効率改菩のお役に立っ

ているのではないかと自負している面もあります。改めて、失

礼の段お許し下さい。また、キャリアデザイン委員会の設置、法

学部ニュースの創刊など、今後の先生方にこ負担をかける思い

つきもいくつかあり、申し訳なく思っています。何とか、教育・

研究の合間に引き継いで作業を進めていただくことを切にお

願いします。九州大学法学部の、いっそうのこ発展を祈念する

次第です。
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就任挨拶

今年は
ルーキー・イヤーです

田淵浩二
たぷちこう U

世間的には働き盛りと言われる年頃で

すが、再び「新人の春」を迎えています。と

れまで静岡、香川と=つの地方大で和気

あいあい、悪く言えば「事勿れ主義」で過

ごしてきた私にとって、伝統があD、規模

も大きい九州大学は「大リーグ」で、自分

は実力が試される「ルーキー」みたい芯も

のです。とれまでとは違い、ライバル心に

よる緊張の日々に怠るのでは芯いかと案

じています。

ロスクルの教員に芯ってからは学

修指導に没頭してしまいがちのため、も

う一度、研究者の初心に帰り再出発する

決意で来ました。新司法試験は合格した

だけでは意味が芯く、司法修習生として

も評価を得5れる人材を輩出し芯ければ

なら恕い、教育力の真価が問われる世界

だと思います。ますは、教える側が専門分

野の研究を重ねるととが、学生の法律家

としての素質を見抜く審美眼や、それを

育む指導力を鍛えることにつ芯がると信

じています。

専門領域は刑事訴訟法です。日本の刑

事裁判は、裁判員制度による変化が少し

は期待されているものの、弁護人が検察

官と裁判官という二つの司法官僚と対時

レないといけ芯いこともあり、これまで

は刑事弁護の活性化にとって重要芯テ

マにつき研究してきました。九州には刑

事弁護に熱心な弁護士も多く、腰を据え

て研究・教育に取り組むつもりですので、

末永く宜しくお願いします。

ζ れからよろし

ともに学びましょう

村上裕章
む5かみひろあき

北九州で生まれ、福岡で育ちました。本

学の学部・大学院で学んだ後、北海道大学

で14年間教えていました。久しぶりに九

州に戻ってくることになり、後輩の皆さ

んにお目にかかるのを楽しみにしています。

専攻は行政法で、特に行政訴訟を中心

に研究しています。平成16年に行政事件

訴訟法が改正され、現在も行政不服審査

法の改正が議論される芯ど、とのととろ

動きが激しい分野で、研究テーマは山積

しています。そのほか、情報公開や個人情

報保護についても関心をもっています。

行政法はわかりにくいとよく言われます。

確かに、憲法や民法のような包括的な法

典が芯く、「公定力」といった古めかしい

用語が使われる芯ど、取っつきにくい点

があることは否めません。しかし、肥大し

た行政をコントロールする法としての行

政法1"重要芯役割を担っており、基本概
念を着実に押さえていけば修得はさほど

難しくありません。

九大生のポテンシャルの高さは全国で

も有数だと思います。貴重な学生時代を

有効に使い、皆さんの能力を大いに伸ば

してください。

日…間

学問に「正解Jは
ありません

大賀哲
''''がとおる

イギリスで博士号を取得後、神戸大学

を経て今年2月に着任しました。九州は初

めてですが、見るもの、聞くもの、食べる

もの、すべてが新鮮です。

私の専門は政治学です。国際政治学・政

治思想史・地域統合論の互いに重なり合

う領域、とくに国際政治学の理論と東ア

ジア地域主義を研究しています。政治学

に1"巨口口dとbadl"ありますが、rightと

wrongはありません。そもそも学聞に「都

合のいい正解jはありま世ん。学問は確固

たる土台の上に築き上げ5れる建物では

芯く、学聞を支える輪郭は繰り返し再検

討されなければなりません。

ベルリンの壁が崩れ落ちた時、私は中

学生でした。新しい時代が始まるかもし

れないという高揚感を今でも覚えています。

その後、あらゆる分野で試行錯誤がおと

芯われています。学問の縄張りを規定し

ていた「壁」が崩れ始め、世界中で新たな

試みが始まっています。若い世代一つま

り私たちのととですが は、往々にして

先人達の業績の上に要領よく新しいもの

を積み上げようと考えます。しかし、これ

は決して自分のために芯Dません。伝統

には伝統の重みがあり、新しいものには

新しいもの怒りのフットワークの軽さが

あります。でもそれは自ら考え、経験する

ととでしか確か芯ものにするととはでき

ません。自分にとっての正解は自分で探

さ芯くては芯りません。「劃はもう1;j.く芯っ

てしまったのです l
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じっくり議論をしましよう：

T
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　　　　　　　鶴田滋
　　　　　　　つるた　しげる

　民事訴訟法を専攻しています。九州大

学法学部を卒業後、熊本大学・大阪市立大

学の大学院で研究し、福岡大学法学部に

て3年間勤務してきました。これまでいろ

いろな大学を転々としてきましたが、縁あっ

て母校に戻ることになりました。身の引

き締まる思いです。

　現在研究しているテーマは、「固有必要

的共同訴訟における共有者の訴権の保障」

です。たとえば、最高裁の判例によれば、

第三者Aを被告として、ある土地の所有

権をXYが共有していることの確認を求

める訴えを提起するには、共有者全員す

なわちXYが共同して原告になる必要が

あります。しかし、それでは、たとえばY

が共同の訴えを拒絶した場合には、Xは

XYの共有権が存在するかどうかを裁判

所に判断してもらえる機会を奪われるこ

とになります。そこでXの訴権をどのよ

うな理由によりどのような方法で保障す

るのかを現在研究しています。しかし、そ

もそもなぜXYが共同原告とならなけれ

ばならないというルールがあるのかすら

自明のことではありません。そこで、これ

まで私は、日本においてこのルールがな

ぜ存在するのかを研究してきました。し

たがって、私は、最近になってようやく、

本丸の研究を始めることができるように

なりました。

　このように、私の研究は遅々として進

みませんが、そのおかげで、逆に、様々な

場面で即効性が求められる昨今において、

丁寧にものを考えることの重要性も学ぶ

ことができました。九大の学生さんと、じっ

くり議論する機会を得ることを光栄に思

います。よろしくお願いいたします。
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お久しぶりです

　　　　　　韓相法
　　　　　　はん　さんひ

　今年の4月］日から九州大学・法学研究

院に「また」お世話になることになりました。

この欄は新任教授の挨拶の欄なので、「初

めまして」という挨拶から始めるべきで

すが、「お久しぶりです」という挨拶から

始めた理由は、皆様のお陰で2004年3月

から2007年2月までの3年間、（当時の）

助教授として九州大学・法学研究院で働

いた経歴があるからです。

　その後、2007年3月から2008年2月

までは九大を離れ、中国の北京大学・法学

院で副教授（日本の准教授）として働きま

した。この1年間、本当にあっという間で

したが、激動の転換期に立っている中国・

北京において、私個人的には、人生の豊か

な新しい経験を得ることができ、また、研

究の面においても、中国の学者・学生達と

の交流そして貴重な資料の収集など、着

任当初の期待以上の収穫を得ることがで

きました。

　今回私は、九州大学の皆様のお陰で、1

年ぶりに再び九大に戻ることになりました。

今振り返ってみると、北京での1年間は、

夢のようです。これから私は、九州大学・

法学研究院で一生懸命研究と教育に専念

するつもりです。私の能力の限り、九大の

ために少しでも貢献できるように最善を

尽くして頑張って行きたいと思いますので、

これからもどうぞ宜しくお願い申しあげ

ます。
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悩ましい問題に
向き合う余裕を

　　　　　　村西良太
　　　　　　むらにしりょうた

　学部に4年、大学院に5年、そして助教

として1年。ちょうど10年間にわたって

本学で勉強し、この4月に准教授に昇任い

たしました。引き続き母校に関わること

ができる喜びと、それに伴う重い責任と

をかみしめているところです。専攻は憲

法学で、とりわけ権力分立や議院内閣制

といった統治機構の基幹的な制度設計を

研究テーマとしてきました。大きな変革

を経験しながらs今なお新たな試練に直

面するわが国の統治構造を前にして、書

いてみたいことは山ほどあるのですが、

悩んでばかりでなかなか筆が進みまぜん。

今年度後期には、「憲法1（統治機構論）」

の講義を担当することになっています。

ここはひとつ思い切って、自身の疑問を

ありのまま一斗し、この学問領域に「分か

らないこと」がいかに多く残されているか、

実感してもらえる講義になればと考えて

おります。

　目標を立てて最短距離でそこに到達し

ようとするとき、われわれは明快な解答

を求めがちです。それはそれで意味のあ

ることかもしれまぜんが、せっかくの大

学生活を、そうした従来の勉強スタイル

で染めてしまうのは淋しい気がします。

学生のみなさんには、ほんのひとときでも、

悩ましい問題とじっくり向き合う余裕を

もって勉強してほしい。そのために何ら

かのお手伝いができるように、私自身も

精進を重ねたいと思います。

KyusHu
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第3回九州大学亜洲大学シンポジウム開催
(グローバル時代の束アジア地域協力と日韓関係)

.10月19日園田町坦

ー.111・『クロー'JtJL，*代a湖町アジア地膚・カと日・圃劇
石川団E命"""・儲綱但""

鏑ーセヲション
同医アジア@姐綱主楓と日制関側U

幹.幡但""

鏑二セヲション
r2007:年・・回・@分析一自公体制包噌削臨不全d
岡闘剛開"""

篇三:1Z，，!I::Iン
『主鋼D"!JJ"M冊・II~闘..  圏直嶋・""'・J
，圭・但E対

鏑四セッション
団アジア柚"場刷闘に闘..日・・カJ

. ...'"掲

-九州大学l1i学概大会.宣

用制歯肉聞と圃懐掴・凪圃

一律寧.賓'・m園側明-自決〉倒置潅呼副司
岡田直."""

m代掴凶柑蜘隊8λD祉重闘毎宵陶U
.京鎗置両

『坤揮m・と東アジア安全保障一日米績塗保則関係
自膚""'.J
呼-"""
r.J咽凹"・e胃明司fl!).e~.制紛認と日制・剛刷

出水."""

木佐教授がスイスの自治体視察を企画・監修

3月13目夫会髄室にて置酒金男

本学習行政滋担当の本償提男被捜却、率奪6月に

スイλの自治体を齢司する研腐研修1ノアー「λイス

小楓欄員論体.，.綱事柄""漕則を企画監修して凶

る.置.日本ヴ リストの個a聞にとたえJ晴'"自治
体掛合併するとと窓〈帽闘砲話調行輔由佳急みを嵩

周し怠oo坦掬依D直け砲を支えているスイスq沼町菅生、
t 

目本"'.省体関係者に体感いてもS~ラとするもの.

広輔抽例区旗れにあ盈日本伍地方治権にとって鯛凹E、.
芯思盟国'"と怒るで~ろう.

岡山哨仰町H 山町一



「市民活動を考える」シンポジウム開催

2007年11月7日(水〕午桂、九州民学政治哲学リワ チコア主催、九州大学政治研究

会共催回シツポジウム「市民活動を考える」が法学部大会話室で開催古れました.シンポ

ジウムでl志、法学部口日でもある加薗部町守古ん(九州民学大学評価情報室特在謹輯捜、日

本ボランティアコーディネーター協会副代表理事)と、NPO法人自殺到軍支撞センター

ライフリンク代表由清水車之古ん、そして法学研究院薩教授白岡崎晴聞が報告をし、参加

者全貝で討論をしました.

岡崎がNP口法人制度在概観し、政治接情論由必要性を訴えた桂‘加国部古んI~.NP口

法施行佳白10年聞を援口返り、NPO理由由実瞭やNP口が直面する課題について、巴自

身叩経験を交えつつ報告してくだ古いました.

また清水古んI~.自殺対環基本法の制定IC向Iオたライフリンクの奮闘iMを報告して

くだ古いました.NHKディレクター叩職を投げうってまで自殺対軍IC取り組んできた聖

I~.参加者全員に深い屠錨在与えるものでした.

お二人目離い報告を聞いて、大学人が現場由声に耳を傾1:1る必要性を揖感しました.九

大政治学も「串牙の壇」に己もる己と芯く、市民社会に根ざした政治学を築いていか芯口

れば、と気持ちを新たにした次第です.写真I乱シンポジウム佳白懇親会由席上で揖膚古

れたものです.f日大本物由判P口研究会J.生き生きとした人と酌み交わす拍酒もまた桔

別でした.
(文責岡崎)

ボルドー政治学院との部局間交流協定締結

法学研究院ICとって13校自にあたる学術.31:涜圃定が、E口口7年12月25

日クリスマスの当日にフランスのポJレド一政治学院か5学院畳と教授の来

校を得て.締結された.

市jレド政治学暁日誌、パカロレア(高校率聾資格武酸)に告帽すれば全貝が

入学できる大学と異芯口、1-2年四入試準幅期聞を過ごし、試験に合格して

初回て入学で音るというフランス独自由エリート聾成校であるグランぜコー

ル町一つである.政治学院と呼ばれるが、商閣公務員や幹部社員の葺成在目

的とした公共政輩、経済、政治学、国際関冊論.i6よぴ、公油関連の科目を中心

にしたカリキユラムが提供古れている.5年制田力リキユラムであ口、置世

田2年聞は「マスター」と閉まれて修土課程に相当する.

2008年置からl志望曹の捜聾も哩供されると聞いているので、フランス語

ICおUける己と怠く、希少芯協定枝を大いに利用して欲しい.

伎責八省)

問削 UNIVE悶 ITY....叫W~山醐

C写真日は闘印式lζ臨む直立否問院畏磁費親捜J噛穆場lJI)
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3回・
法学府英語プログラム博士課程(LL.D.)
主催・国際シンポジウムに参加して

2008年2月9目(土¥).10日(目)の2日聞にわたって、

九州大学西新プラザにおいて、法学府英語プログラム博

士課程¥(LL.D.)主催の第3回国際シンポジウムが開催さ

れた。本年度のテーマl品、「岐路に立つ開発法学普遍的ス

キームか、それともアジア的怠るものかつ」というもので

ある

(詳細1<>，http://www.law.kyushu-u.ac.jp/pr口gramsinenglishl

conference2008/index.htmlを御覧いただきたい)。

九洲大学大学院法学府は、1994年から授業論文執筆

の全てを英語で行う法学修士課程¥(LL.M目)を日本で初め

てスター卜させ、199B年からは同様の法学博士過程(LLD.)

を開設した。常にプログラムの改良を重ねて来たが、より

抜割引ζ改革を行うべく、2006年度日本学術撮興会の噛

力ある大学院教育jイ=シアティブに応募レ、採択された。

このプログラム改革の大きな柱が、最先端の研究と教育

を有機的に結びつけるべく、LL.D.学生が国際シンポジウ

ムを企画運営するというものである。既!こ2006年2月

には、英語プログラムの卒業生を講演者に迎えての国際

シンポジウムを開催してはいたが、2007年2月には、コー

ポレ トガパナンスをテマ!と、LL.D学生主導の第l回

国際シンポジウムを開催して大き芯成功を収め、本年は

第2回目に当たる。

研究者には、優れた論文を執筆するにとどま5す、国際

的芯研究水準を把握し、その場で自己を的確に表現する

能力が求められる。LL.Dシンポジウムでは、自分自身の

研究に役立つよう、LL.D学生がシンポジウムのテーマ設

定と講演者の選定lこ積極的lこ関わり、さらにLL.D学生自

身も報告を行う。今年か51草、LL.M.lYLP¥(文部科学省指

定の特別プログラム)の学生とLL.D学生がチームを組み、

報告!こコメントを付す試みも始めたが、学生の参加意識

が高まったためか、その後の質疑応答の時聞が足り芯く

芯るほどに議論が白熱した。講演者からも「学生たちが主

准教授小島立(知的財産法)
こじま り・ぅ

体的に参加する国際シンポジウムは世界的に見ても例が

なく、自分の所属する大学でも試みたし¥Jと高く評価する

意見が口々に聞かれた。来年度以降もLL.Dシンポジウム

を継続する予定であり、さ5なる改良を重ねたい。

本年度のテーマである曙観詳札訓andiJeII!蜘m宮市j

とは、主に途上国における市場経済化・民主化における法

の役割について考察する学問領域であるといえるが、基

調講演を務めた開発法学の泰斗であるDavidM. Trubek 

教授(ウィスコンシン大学ロースクール)1こよれば、開発

法学とは閉じられた法領域では芯く、法がいか砿る目的

のために存在し、何を達成しようとしているのかという

聞いに答える自み全般を指すものだということであり、

法学政治学の全てに通底する内容であるロ

世界を見渡しても、いわゆる「開発独裁」によって経済

発展が達成されているに過ぎす、人権問題芯どへの取り

組みが遅れている状況も散見され、また、真の意昧で成熟

した市場経済を達成するには、様々なレヴzルでの「法の

支配」が不可欠芯のでは芯いかという問題意識は、現在の

日本社会にもそのまま妥当すると思われる。その意味で、

2日間のシンポジウムを通して感じたことは、開発法学

に関する諸問題は、環境問題をはじめとした地球規模で

の問題解決が喫緊の課題と芯る中で、従来以上に現実性

を増しているのでは芯いかというととである。世界の第

線の研究者たちを交え、この福岡の地において、現代社

会の重要恕問題をともに考える機会に恵まれたことは、

参加者全員にとって大き芯財産に怠ったと確信している。

肝 USHUUNIVER51円・¥(11FACULTYQFLAW_NEWS 



著作紹介{著者が紹介しています}

『条解民事再生法白書E即』

園尾隆司=小林秀之鋸¥(2007年12月)弘文堂・ 1365円

本書l孟、民事再生法に関する本格的拡注釈書であるが、その中の「債
権者委員会」の全条文について、近時の法改正をも織り込み、全面改訂

し注釈を加えた。再建型倒産処理手続の中で最大の利害関係者有する

のは再生債権者であるが、アメリ力法に示唆在得て、その手続参加を

可能にする乙の制度の展開可能性をも提示した。011幅四郎)

『友重と法一山口港一郎先生盲稲田念簡集』

菅野和夫=中嶋士元也=渡辺 章編集代表¥(2007年12月)信山社

14280円

労働法ー社会保障法友憂の3分野に分11たユ=ーヲ砿論文集。前中
労委会長山口先生の古稀を祝して編まれた、法律学の週奏低音たる「友

要」にはじめて焦点者当てたもの。労基法附則136条に関する沼津交

通事件最高裁判決の射程距献を検証する「年体取得不利益取担い法理

の再検討』を大橋が、企業の懲戒権の損拠をフランスの法理在詳細に

比較し芯がら改めて検討する「懲戒権における『企業』と『契約JJ在野
田が執筆している。(野田白星大橋格)

rEU揺汰のフロンティアーートルコとの対話』

八谷まち子編著¥(2007年12月)信山社 3050円。

EUI<:関する近年の最もホット芯話題のひとつであるトルコのEU
加盟に関する研究書であ口、EUの政治者専門とする編者とドイツ¥(EU
加盟国内で愚大のトルコ人人口を数える)、およびトルコ共和国のそ

れぞれの政治の専門家との共著である。多くのEU関連書がトルコの
EU加盟について触れているが、当該問題に焦点をあてて多角的に論
じた日本語の研究書としては最初のものo¥(八谷まち子)

『民事紛争と手続理闘の現在【井上治典先生追悼筒文蜘』一一

河野正賓=伊藤贋=高橋宏志編¥(200日年E月)法律文化社・14700円

書名が示すように、本書は、井よ治典先生の追悼のために編集され

たものであるが、そ乙に、開J例を通じた法創造の一局面」と題して、ド
イツにおける新た芯救済手続の畠臆過程在分析研究した論考である。

「追記」に執筆者の本意を込めているので、ぜひと読を願いたい。乙

の論文l孟、r20世紀前半におけるドイツイミッション手続過程の
側面Jr民事司法の法理と政策[小島武司先生古稀記念論文集)J(商事
法務、200日年3月末刊行予定)芯どとともに，111鴫のドイツ eイミッショ

ン法に関するとれまでの研究の一部在なすものである.また本書には、

動態的芯手続法理論のあD方に関して、自身の年来の相究者一歩推し
進めた、上田准教授の「当事者主義的個別手続形成における動態性の

問i!llJも収録されている0011嶋四回上回竹志)

『民事訴訟の酎量分析t続)J

民事訴訟実体調査研究会[代表 竹下守夫]編¥(2口口日年2月)商事法務・
自由75円

2000年に刊行古れた同名曹の続編であ口、平成B年民事訴訟法改正後

の訴訟実務の変化につ凶て、総計3600件もの事件記録在一件すつ丹念に

読み解いて、民事訴訟手続全体につ昔、詳細かつ網羅的主主実態調査を行っ

た成果である。芯お、事件記録の調査には川幅教授‘堀野教授も参加した。

上田の担当部分は書置の取調べに関するデータ分析であ口、現行法で予定

古れている争点整理段階での書証提出という審理モデルの実現度拡どに

ついて分析を行ったoL上田竹志)

r<市民〉と刑事法(第E服)J
内田博文・佐々木淵月薗¥(2008年2月)日本評論社・2625円

今回改訂の主砿内容1..，最近の立法の動告をフォローするとともに、

差別防止、裁判員制度、犯罪被害者の権利について新た芯章在起ζし、

コラム等も最新のものに入れ替えたことである。(内田博文)

『アメU力外交の分析ー歴史的展開と現状分析』

杉田米行編¥(2008年4月)大学教育出版 28口口円

フッシュ政権はアメU力外交史において特異な例外芯のか‘それと
も従来の伝統直受l才継いでいるのか.本書は現代アメリ力外交を分析
する勘として、多様芯分析視角か5アメリ力外交史の特徴を再検討
した自章から成っている。大賀の執筆した第1章は、冷戦期の核戦略

構想に着眼し、限定核戦争を唱えるHキッシンジャーとそれを痛烈
に論難するHモ ゲンソの論争者再検討し拡がら、冷戦史ひいて

はアメU力外交史lζ週底冒る外交摺想在つまびらか!こしたものである。
(大賀哲)

『日本刑浩学のあゆみと標圃』

内田博文著¥(2008年3月)日本評論社 5460円

日本の刑法、刑法学の歴史と理論の相究を通じて、近時の厳罰化を

基調とした「立法ラッシュJIζ対し、日本国憲日去、国際人権法の観点か

5問題点と課題在示したもので、新しいヲイプの教科書作Dをも意図
した。(内田博文)

『はじめて学蔚政治学一古典・名著への雷い』

岡崎晴輝ー木村俊温編¥(2008年3月)ミネルヴア書房ー2940円

古典・名著を読むスヲイルの政治学教科書である園との反時代的芯

教科書を作成するために、防台理論政治思想史を専攻する全国の若手ー

中堅研究者27名が結集した.九州民学か5も7名の教員大学院生が

参加した。200日年度以降、法学部1年生が受講する政治学入門(岡簡

担当)やコアセミナ 1 (木村担当)の教科書としても使用される予定
である。(岡崎晴輝木村俊酒3

『公的u保田閣の給付範囲-Jt較法を手がかりとした基礎的考
碩J(九州太学法学E・2¥)
笠木映里著¥(2008年3月)有斐閣・6510円

本書は、公的医療保険の給付範囲という問題に法学的観点か5のア
ブローチを試み、己のテーマに関する議論の出発点と芯るよう芯分析

を行うことをめざすものである。具体的には、現物給付の医療保険制

度在採用する日本で、給付範囲が、医師による診断や治療の事前事後

にわたる動的芯プロセスの中で決定されていくという点に着目し、独

仏比較法研究を素材として、日本において給付範囲の問題をいか掠る

観点から議論し考察すベ告かについて検討を行っているo¥(笠木1映里〕

肝 USHUU 日…



平成19年度卒業生進路一覧(平成20年3月末判明分)

就鴫先 男 女 セポン(不動産東京) 三菱重工業

掴岡市 3 住友生命相互会社 宮崎銀行

肥後銀行 E 住友金属鉱山 国崎県信用線証協会

先留米市 E スズキ 明園舎

JFEスチル E 新光証券 山口銀行

相同銀行 E 昭和シェル石油 山口県

福岡県 E 商工中童 山口市

品wほフィナンシャJレクレープ E 財務省福岡財務支局 ユニパー廿Jレ造船

読売新聞西部本社 E 財務省1¥州財務局 リヲJレト

大分市 E 国立病院機構 レオパレス21

熊本県 E 国民生活金融公庫 ロフト

日本生命保険 E 公安調査庁咽岡公安調査局 ワイキ1ーフ

西日本シティ撮行 E 骨体市 合計 76 44 

長崎地方裁判所 熊本県民テレビ

トヨタ自動車 E 7酬河電力 進学先 男 立

郵便局 E 北九州市 九州民宇法科大学鴇 14 日

広島地方裁判所 関西電力 九州民学大学院法学府 4 

目立プラントテヲノロジー 才リッヲス 大阪大学法科大学幌 3 

目立ソフトウ工アエンジニアリンク 医学膏院 中央大学法科大学鴇

日本ユニシス 朝日新聞社 同志社大学法科大字暁 E 

日本銀行 あおぞ5銀行 大阪大学味学院国際公共政

日本アイビーエム NTT西日本 策研究科

共同ソリューシヨンサービス N廿デタ 関西学院大学法科大宇院

西松屋チzーン NEC 熊本大学法科大学暁

画日本腕客犠道 IHI c:日11島播磨重工業) 神戸大学国際協力研究科

西日本鉄道 広島市 国立音楽院

奈良県 フエナノナ 西南学院大学法科大学院

名古屋市 栢岡県普 東京大学公共政策大学院

都市再生機構 福岡地方裁判所 一橋大学法科大学鴇

東芝エレベータ フタパ図書 一揖大宇国際公共政策大学院

東京都 弁護士法人アゴラ
公共経済コース

東京電力 法務省福岡入国曹理局 福岡大宇法科大学鴇

テレビ:tl州 (TVQ) みすほ信託銀行 立命館大学法科大字幌

伊達法律事務所 三菱東京UFJ銀行 合酎 28 1自

損害保険ジャパン 三菱UFJ信証銀行

間巳
図!司

法学部ニュース編集も愚後と芯口ました。後1.. 八谷准教授と久保山力也さんが引き継いでくれます。3年間ありがとうE
ざいました.伏槽持)

というわけで、非力芯が5編集の-gを担うととに芯口ました.体力、企画力ともに豊かな久保山さfVIl¥)手腕に期待してお口ます。皆横、
引き続きご要観をよろしくお願いいたしますo(八谷まち子)

さらに、というわけで、本建の編集にたすさわることに芯Dました、久保山です.皆様とともに新しし、「九州大学法学部二ユ ス」を創っ

ていきたいと思います。今後とも芯にとぞよろしくお願いし、たしま官。(久保山力也〕

KYUSHU UNIVER51TY ・，.41FACULTYQFLAW_NEWS 


